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はじめに

本報告書は
､
住宅･都市整備公団港北開発局が日本技術開発㈱に発

注した｢港北第二地区タウンセンター駅前広場･デッキ･地下狂喜場

基本設計｣業務のうち､
駅前広場･デッキに関する成果をとりまとめ

たものである
｡

平成4年2月

日本技術開発株式会社



港 北 第 二 地 区 タ ウ ンセ ン タ ー 駅 前 広 場 ･デ ッキ ･地 下 駐 車 場 基 本 設 計 報 告 香

<駅 前 広 場 ･デ ッキ 編 >
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2. 作業フロー

本基本設計作業の進め方について､以下のフローチャー トに示す｡

前 提 条 件 の 整 理 基 本 設 計

図Ⅰ-3 作業フローチャ- 卜
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設計図書のまとめ



Ⅱ.計画条件の整理

1.港北ニュータウンセンター計画の内容

以下に｢港北ニュータウンタウンセンター修正整備計画報告書(平成2年3月)｣

及び ｢港北ニュータウンタウンセンター計画概要 (素案) (平成3年 1月)｣の

資料をもとに､タウンセンター地区の計画内容を整理する｡

(1)概 要

21世紀を目指した港北ニュータウン全体の街づくりの基本方針として4つの

柱が定められ､開発が進行中である｡

即ち ① 緑の環境を最大限に保存する街づくり

② "ふるさと"をしのばせる街づくり

③ 安全な街づくり

④ 高い水準のサービスが得られる街づくり

そして､ニュータウンの中心地区であるタウンセンター (図I11)は横浜

市都心部を補完する副都心として整備されることが目標とされ､さらに､開発

理念として4つの項目が挙げられている｡

① 多機能複合に基づく広域拠点の形成

② 生酒 ･文化の情報発信拠点の形成

③ 高度の郡心性と自然性を備えたセンターの形成

④ 個性豊かで自己主張を持つセンターの形成

また､タウンセンター地区の地形上の特徴は､第-地区､第二地区とも両地

区の間を流れる早淵川に向かって､向かい合う形でアッパータウン､ダウンタ

ウンと構成されており､特に第二地区の場合､アッパータウンとダウンタウン

の高低差が約14mとタウンセンター内最大高低差となっているo

(図Ⅰ-2)

Eglll-2 地形概念図 出典 港北ニュータウン タウンセンター修正聖朋 十面相告暮 (平成2年3月)
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(2)主要整備計画

以下にタウンセンターの主要な整備計画に関して､第二地区を中心にしてま

とめるo

(a) 都市計画

土地区画整理事業により整備が行われたタウンセンター地区は､街区が確

定しており､用途地域上は商業地域が大部分を占め､容積率は 600%に定め

られているo

b)施設計画

第二地区のアッパータウンは､ニュータウン全体の行政､商業､業務の核

的施設が計画されており､大規模な建築物が想定されるO (図II3)

また第二地区の特徴として､西側に大規模な総合公園が計画されており､

タウンセンターのグリーンマトリックスの拠点となる計画である｡

(C)交通計画

(∋ 道路計画

第二地区の場合､2つの幹線道路である中山･北山田線と佐江戸 ･北山

田線及びそれを結ぶセンター南停幸場線が主要な計画道路である｡

(図I-4)

図日-3 施設計画図 出典 港北 = ユ ~ タ ウ ン タ ウ ン七 ン ク ~搬 正 馴 計 画 報 告 書 (平成2年3月)
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臥 l-4 道路計画図 出兵 割 ヒニュータウン タウンセンターNE正旦那 憎 稚告暮 (平成2年3月)





(a)景観イメージ､デザインコンセプト

タウンセンター空間の景観構成のイメージとして以下の方針が提案されて

いる｡

① まとまりやすい ｢ストリート｣単位での将来イメージを構築する｡

② 都市軸と回遊軸の性格分けをすることでイメージを構築する｡

両地区ともさらに､シンボル広場､シンボル道路及び駅前広場が計画され

てストリート空間と連続しており､景観上多様な構成が展開される計画とな

っている｡

図Ⅰ-7に景観構成のイメージ図を示すo

図Ⅰ一8にタウンセンターの建築想定模型を示す｡

図日-7 景観構成イメージ園 出典 港北二ュ-タウン タウンセンターtL正酬 打刑 善書 (平成2年3月)

図 日- 8 タウンセンターの姿(建築想定憐型)

- 6-

出典 港北=ユータウン タウンセンクー汁面積貢 (平成3年1月)



2.駅前広場建設位置の概要

(1)駅前広場の敷地と周辺計画

(a)駅前広場

センター南駅は､横浜市営地下鉄である高速鉄道3号練の第二地区タウン

センターの駅として､平成5年度早期に開業を目指して､駅舎の工事が進行

中であるD本駅前広場の敷地は､このセンター南駅の東側に､駅前ビル建設

地を問に挟む形で設定されており､敷地面積は約13,900m2となっている｡

地域地区計画に関して､用途地域は商業地域､防火地域及び第5種高度地

区に定められており､容積率､建ぺい率はそれぞれ 600%､80%と定められ

ている｡

以下､敷地周辺の概略を示す｡

敷地の北側に､4つに分割された一般民地が隣接しており､その民地を挟

むよう2つの幅員12.0mの道路が駅前広場よりも約7m低いレベルに計画さ

れている｡

西側には､駅前ビルの敷地 (将来建設予定)が隣接しており､また､セン

タ一議駅と駅前広場を連結するための歩行者専用道路が計画されているO

東側には､一部一般民地が隣接しているが､大部分は､幹線道路 (佐江戸

北山田線)に隣接している｡また､北東の角に広場用地が隣接しており､駐

輪場の計画が予定されているO

南側には､幅員25mのセンター南停車場線が隣接しており､さらに､その

向かい側のアッパータウンからの歩道橋及び駅前広場上に歩道デッキが計画

されている｡アッパータウンと駅前広場との高低差は約14.0mである｡

(図Ⅰ-9,Ⅰ-10参照)
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(17)U LA基3:1十i5 ① 汝mt旨

V)U橋計画

｢港北地区タウンセンター歩行者専用道路橋等基本設計(平成3年12月)｣

においてU橋計画の内容がまとめられているものを図Ⅱ-13-15に示した｡

U橋計画の提案として本駅前広場及びデッキの計画をする上で重要な項

目を以下にまとめた｡

① 幅員 (全幅)6.0mで駅前広場上に計画されるO

② レベルは駅前広場上でTP+27.5mとする,

③ 橋脚は駅前広場内に計画する｡

④ 身障者も利用できる計画とする｡

+ 8書flの瓜荊Jru4]屯付きレベルの設定【;ついて
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図 日-13

図 日-14

(17)U は基本け肖 ⑧ ホ市ftI決定の生玉等､aI本lIqの文王iZ由

出典 港北地区タウンセンタ-歩行著書用il路柵等基本計画

出典 批 地区 タウ ンセ ンター桁 者耶 iI削 絹 基甜 画 (平成 3年 11月) 図日-15
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出典 港北地区 タウ ンセ ンクー葬行者事用道路純等基本計画 (平成 3年11月)



(2)造成計画条件

本駅前広場の造成計画はタウンセンター整備計画において計画されており､

レベルに関しても概ねTP+21.0と設定されている｡ (図II-16)

また､本駅前広場が隣接する道路のレベルに関しても計画がなされている｡

(図Ⅰ-17)

両者のレベル設定を整合させるために､南東の交差点付近に法面が生じる｡

北側民地の前面道路のレベルが本駅前広場の造成レベルよりも約7m低いた

めに､北側民地の造成計画と本駅前広場の造成計画との取合いが複雑化してい

るD

具体的には､法面か擁壁で納める方法が考えられるが､地下に駐車場を計画

していることから､その脂体を利用してレベル差を納めることも考えられるた

め､どれを採用するかについての十分な検討が必要である｡

＼ 苛 市tf善i128(左だFjuJヨ及)
一一 ~ ~丁 ＼､:･､r r ~JT

剛 トー17道路計画図
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(3)交通計画条件

(a) 自動車動線の想定

佐江戸北山田線及びセンター南停車場線と本駅前広場との接続のし方は､

既定計画において､両道路とも各々-カ所の接続が計画されていた.しかし､

警察協議等のIB果､幹線道路である佐江戸北山EEl線からの接続は幹線道路の

交通に支障をきたす恐れがあるため､佐江戸北山田繰からの接続は取り止め､

センター南停車場線との接続-箇所とした｡又､その位置に関しては､両道

路の交差点からの滞留長が必要なため､できるだけ西側の位置が望まれてい

る｡

図Ⅰ-18に､自動車動線を整理した｡図に示すとおり本駅前広場への進入

車両としては､バス､タクシー､及び一般車両が想定されている｡

(ラ.
図日-18

i自動車交通動線図l
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(5) 現 況

敷地及びその周辺は現在造成工事中である｡

今後数ヶ月に渡って造成工事が段階的に行われる予定である｡

センター南駅駅舎及び鉄道高架橋も現在工事中である｡

センター南新駅舎の竣工は平成4年2月を予定している｡

以下に平成3年9月現在の現況を写真Ⅱ-1によって示す｡

-18一
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(写真Ⅱ-1) 施工状況 (平成3年9月24日撮影)
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駅広附則かJ二,駅舎を望む



班.駅前広場基本設計

1. 作業フロー

駅前広場基本設計の作業の進め方を以下のフローチャー トに示す0

図Ⅱ-1 作業フローチャー ト
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2.基本方針

(1)基本方針

自然と都市が融合し､21世紀の情報発信拠点を目指したタウンセンターの

｢預｣としてふさわしい駅前広場とするために基本方針を以下に示す｡

① 自動車､歩行者に対して安全でわかりやすい駅前広場とする｡

駅前広場の第一の目的である鉄道機関と他の交通機関の結節点としての役

割を持つ交通広場として､自動車に対しても､歩行者に対しても安全でわか

りやすい駅前広場を計画することを基本方針とする｡

本駅前広場の場合､駅舎とは駅前ビル (予定)を間に介して接続しており､

駅前ビル内に駅舎と駅前広場を結ぶ自由通路の計画がある｡

また､本広場のレベルと改札口レベルには10m以上の高低差があり､さら

に､アッパータウンとは14m､ロ7-タウンの低い場所とは7mもの高低差

がある｡

このように､歩行者動線は複雑であり､歩行者動線計画及びデッキ計画の

わかりやすさが､本計画において重要である｡

-21-

② 郡市的アメニティーと自然的アメニティーの両方を兼ね備えたヒューマン

スケールの駅前広場とする｡

郡市における駅前広場の重要な役割の一つである景観･環境広場の観点か

ら､本駅前広場を人々のコミュニケーションの場として､楽しく､ヒューマ

ンで魅力ある駅前広場を提案したい｡

また､本駅前広場を､タウンセンター全体のグリーンマトリックスの拠点

である ｢総合公園｣の玄関として位置付け､都市と自然を融合した快適な駅

前広場を計画することを基本方針とする｡





3.平面計画

(1)設計条件

駅前広場平面計画の条件を以下にまとめる｡

(a)敷地形状

街区確定図による敷地に対して､センター南停車場線に面する部分のうち､

3.0m内側のところまでを駅前広場として計画する｡さらに､1.0m内側の

部分をセンター南停車場線の歩道計画に提供するものとする｡(図Ⅲ-2)

(b)施設規模

本駅前広場に設置する交通施設規模は蓑Ⅲ-2に示す都市計画決定時のも

のとする｡

なお､バスについては別途待機バースとして3バ-ス設置するO

(C)動線計画及び配置計画

① 異種交通機関の交通動線の交錯を極力避ける｡

② 安全でわかりやすい動線となるよう留意する｡

③ バス (特に降車)､タクシー等の利用者の利便性を重視した配置を行う.

(d)駅前広場出入口

(》 出入口は1箇所とし､駅前停車場線と接続する｡

② 出入口位置は佐江戸 ･北山田線交差点と極力離し､右折車線長が確保で

きるようにする｡

(卦 駅広出口車線は存留長を確保する｡
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＼広場面積 施 設 内 容

バ ス タクシー タクシー 自家用車
(n1) ノヾ - ス バ ー ス プ ー ル ノヾ - ス

(バスバ-スには､降車バース2を含んでいる)



(e)修景計画への配慮

平面計画を進めるにあたって､修景計画上以下の4項目に留意するものと

する｡いずれも､できるだけ修景ゾーンを大きくし､植栽､スリートファニ

チャーなどがゆったりと計画できるようにするためである｡ (図Ⅲ-3)

(丑 歩道幅員をできるだけ広くする｡

② 歩行者専用道路と駅前広場が隣接する部分の歩道をできるだけ広くす

る｡

③ 交通アイランド部分はすべて植栽ゾーンとする｡

④ 南東のコーナーの交差点付近にできるだけ広く修景ソーンを計画する｡

図日ト 3 修景計画方針
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(2)平面計画

(a)既定計画における駅前広場平面計画

｢港北地区タウンセンター駅前広場 ･同地下駐車場基本計画 ･設計業務報

告書｣ (平成2年12月)における駅前広場計画案は図Ⅲ-4に示されるとお

りで､特徴としてはパスゾーンを北側,タクシー ･一般車ゾーンを南側に分

離配置していることである｡これに伴い､駅広の出入口も2ヶ所となり､各

々､郡計道佐江戸 ･北山田線 (W-28m).都計道駅前停車場線 (W-24

m)に接続している｡そして､バス発着所及び一般車乗降所は島型に配置さ

れ､前者は歩行者用デッキ,後者は横断歩道を介して歩行者がアクセスする

計画となっている｡

図Ⅲ- 4 基本計画における駅 前広場計画

出典;港北地区タウンセンタ ー駅前広場 ･同地下駐車場
基本計画 ･設計業務報 告書 (平成 2年12月)
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(b)既定計画の問題点

前掲の基本計画を基に交通管理者,道路管理者等との協議が進められ､以

下の2点が問題点として指摘された｡

① 佐江戸 ･北山田線への出入口接続は､安全かつ円滑な交通処理上問

題が多いため､出入口は駅前停車場縁側 1ヶ所とする｡

② 駅前広場を利用する歩行者の動線は､自動車動線との平面交差を避

けることを原則とする｡また､交通弱者に対する計画上の配慮として､

階段.デッキによる各交通施設 (バス,タクシー発着所)へのアクセ

ス (例えば､パスパースの島式 ;図Ⅲ-4参照)は原則として行わな

い｡

これらを踏まえ､以下の計画検喜寸を行ったO

(C)ゾーニング計画

計画の対象とする交通施設として前掲のとおりバスバース,タクシ-バー

ス,自家用車バース等があるoこれらの配置計画にあたっては､各交通手段

の公共性.利用者に対するサービス水準等を考慮する必要がある.

本計画において留意した点は以下のとおりである｡

(∋ 公共性の高いパスを極力駅側に配置し､利用者の歩行距離を短くし､

サービス水準を高くするO特に降車バースは駅側に寄せる｡

② タクシー利用者に対するサービスを次順とするO

③ 自家用車については､キス ･アンド･ライド等の形態で利用が考え

られるが､周辺街路での乗降も有り得るためサービスの優先順位は最

も下位とする｡



(d)動線計画

1)自動車動線

動線計画上の視点から､広場内の主動線を同一にするいわゆる混合車

線によるものと､出入口部を除いて動線を分離するいわゆる分離車線によ

る2とおりが考えられる｡これを概念的に図Ⅲ-5に示したD

混合重縁タイプ 分離車線タイプ

図Ⅱ-5 動線パターン概念図

2)歩行者動線

駅前広場を利用する歩行者の動線は､自動車動線との平面交差を避ける

ことを原則とする｡また､交通弱者に対する計画上の配慮として､階段,

デッキによる各交通施設 (バス,タクシー発着所)へのアクセスは原則と

して行わない｡

(e) 比較案の検討

以上､述べた各事項に留意し､交通動線のパターン別に比較案を2案作成

し､駅前広場としての機能や景観面より総合的に比較評価を行ったO比較結

果は次頁に示すとおりであり､特に交通動線や修景 ･景観の面で優れ､かつ

総合的に優っている第 1案を基本案として採用し､これを基に線形計画,班

水計画等の詳細な検討を加え､基本設計としてとりまとめたQ駅前広場形状

検討比較表を麦Ⅲ-3に示す｡

また､図Ⅲ-7に駅前広場基本設計の一般図を示した｡
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裏Ⅲ-3 駅 前 広 場 形 状 検 討 比 較 表

1 案 2 重

摂≡≡雪 顎壱畏2/ ,司 牽 F工 .I副首』】】llllI早 辛.Illi!槽 当 .i日比FBl妻i‥llll
l!;盲. iーlいl FiF.三 肘 '男

正喜実弟ZE El l: ･ZE講読界才 il l二手≡各

比 較 前 提 条 件 ･駅 舎への主たる連絡 は､駅前広場 北角位置より行われるものと仮定するC
'バ -ス数 (プール数 ); バス‥儲 (3台), タクシー:(2壬(19% ), 自家用車 ;7台

自動車動線 動線の交差箇所 1ヶ所 タクシーと【三家用≡恒 交差, 1ヶ所 -スと〔;芸誓 ) (⊃ 2ヶ所 -スと【;芸誓 巨 の交差 ○動 線 の 特 長 ･バスの広場内動線は長くなるが､他の車両と分離されているので全体の流れは ㊨･バスの広場内動線は1蓋に比べ短い8 △
スムーズとなるo ･パス,タクシーと自家用車が同-動線を走行するので好ましくないo

歩 行 者 動 線 ･自動車との平面交差はないD ○ ･自動車との平面交差はない○ △･パス降車パ.-スから駅舎連絡のための歩行距離は短い○ ･パス降車バースから駅舎へ連絡するための歩行距離は1案と同様である○
･駅舎からバス乗車パ-スまでの歩行距離は2案に比べ若干短い○ ･駅舎からパス乗車パ-スまでの歩行距離は1案に比べ若干長い8

乗 降 場 の 配 置 ･配置 ;パス (北側).タクシー (西側).自家用車 (南側) ○ ･配置 ;パス (東側),タクシー (西側),自家用車 (北側) △
･公共性の高いパスパースを若干近くに配置することにより､歩行者の移動量が全体に小さくなる○ ･パスバース位置が南側に寄るため､歩行者の移動量は全体 に大きくなる○

出 入 口 郎 ･出入口部の滞留車線長は充分確保できる○ ○ ･出入口部の滞留車線長は充分確保できる○ ○

駅 広 の 修 貴 .景 観 ･明確なパターンが印象付けられる○ (⊃ ･歩行者専用道路前にまとまったスペースが確保しにくい○ △･分離帯が多いため､緑地計画が立てやすいo ･歩行者専用道路からのビスタが開けるところにまとまった緑地が確保しにくく
･歩行者専用道路からのビスタが開けるところにまとまった緑地を確保できる8 タクシー待綴車両が見えてしまう.
･駅前ビルと北arJ民地mrJにまとまったスペースが確保できる○ ･駅舎側にまとまった広場が確保される○

広場(ト1ンスJトス)の設置 ･北端軌スペースが2案に比べ広く､利用のバリエーションが多いO ○ ･各四隅に設けることは可能であるが､そのスペースは小さく､利用度は低い○ △

地 下 狂 との 整 合 性 ･姶排気塔及び階段計画等､地下狂との整合に問題はないO ○ ･7イランドの形が不整形なため､給気塔の配置計画において制約を受ける○ △
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(f)施設計画

本駅前広場の基本設計において､以下に示す施設を配置計画するものとするO

(交通施設) ○ パ ス パ ー ス 7 (乗車) ○タクシーパース - 2 (降車) ○タクシープール - 19 0-般自動車 - 7

2(降車)

3(待桟)

(g)交通施設以外の施設配置計画

表Ⅲ-4に交通施設以外の施設とその配置の基本方針を示す｡図Ⅲ一6に配置位置を示す｡

表皿-4 施 設 構 成 表

施 設 名 称 ヶ所歎 設 置 の 基 本 方 針

地下駐車場の階段 6ヶ所 地下駐車場計画と整合が取れる範囲で内で､駅前広場の動線計画の支随のない位置に設置する○

地下駐車場の排気口 2ヶ所 南側の修景ゾーンに設置する○規模 も大きく目立つので､悠長計画で周辺と調和 させ るo

地下敬重場の給気口 2ヶ所 中央の交通アイランド内に設置する○規模 も大きく目立つので､修景計画で周辺と調和 させるo

地下駐車場の トップ ライ ト 1ヶ所 歩行者専用道路付近の修景ゾ-ンにある r池｣と調和 し設置するo

エレベーター(地下駐車場～駅広～デ ッキ) 1ヶ所 地下駐車場及びデ ッキ計画と整合を図 って配置する○

交番 1ヶ所 歩行者動線が重な る場所近 くで､なるべ く目立たない位置で､パ トロールカーの アクセス し易い位置 と して､南西 コ-ナ-部の

デ ッキ下に設置する○

公衆 トイレ 1ヶ所 横浜市原墳事業譲との協議により設置する○規模は約35k12であるOわかり易いが､目立たない位置で隣地か ら問題の生 じる場所に配

置するo表Ⅲ-5に示すように比較検討 し北東のコーナー部に配置する.

防火水槽 (40t) 1ヶ所 消防車の寄付に支障とならないために､パスシェルター及び道路際の絶我等か ら離れた位置に配置する.

通常は目立たないように修景ゾ-ン内に､横浜市の技術基準によって設置する○

階段 1ヶ所 北東の地下駐重場入口道路の歩道部にロ7-タウンとの動線を配置するために確保する○

デ ッキ Ⅳ デ ッキ計画参照

修景施設 V 修臭計画参照
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2)信号処理方式の検討

a)検討条件

イ)交差点形状

(駅前停婁場線)

(駅前広場)

図Ⅲ-10 交差点形状模式図

b) ピーク時交通量 (台/h)

534(32) }

133(25)- ヽ
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b)交差点飽和度の算定

交差点の飽和度 - ∑現示の飽和度

交通量(台/h)
'飽和度 -

交通容量(台/h)

判定基準

交差点の飽和度<0.9◆であれば信号処理可能

*)0.9は一般的な値

イ)信号現示企画

下記に示す3現示処理とする

1¢ 2¢ 3¢

ー ㌃】 一.ヽ .- 一一一一･一｣ド

図Ⅲ一12 信号現示模式図





セ

4.造成計画

駅広部の造成計画は次に示す条件を考慮に入れ設定する必要がある｡

① 駅広南側 ･センター南停車場線の道路縦断と駅広入口部との高さの整合｡

② 駅広周辺の道路計画高と造成計画高との整合｡

③ 雨水排水計画との整合｡ (雨水排水計画は､地下駐車場の土被りを出来るだ

け小さく押さえるよう管径,勾配を設定しており､道路横断管は最小土被り

60cmで計画している｡)

以上の3項目を十分に踏まえ､駅広の通行車両及びバス利用者等の歩行者への

配慮も含めた計画を行う｡駅広出入口部での計画高は道路縦断の関係から20.603

-20.083となり､駅広入口部道路勾配をセンタ-南停車場線の横断勾配と同一

(2%右下がり)とすると駅広路面が全体的に低くなり､駅前ビル及び歩専道の

計画造成高と摺り付かなくなる｡従って､出入口部は､停車場線横断勾配とは逆

(左下がり)で計画する｡尚､歩道は 1.5%､車道 (外周道路)は 2.0%確保し

造成計画を行う｡以下に駅広出入口部の道路横断及び歩,車道標準断面図を示す｡

又､次貢に造成計画図を示す｡

25000
クー南停車
20000

図Ⅲ-13出入口部横断図
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歩 道 車 道 歩 道

上 中 ｣

図Iu:-14歩道､車道標準断面図







(2) 雨水排水

1) 基本方針

① 雨水排水設計は､横浜市排水設備要覧 (横浜市下水道局)を順守する｡

② 駅前広場の雨水排水は､駅広北西角の公共下水道人孔方向に集めるもの

とするO

③ 西側駅前ビル側と北側｢般民地側とに計画される公共下水道管は､用地

界に確保した水平2mと深さ3mで想定したスペースの中に入れることと

する｡

④ 雨水排水管は､地下駐計画への影響が大きくなる土被りを出来るだけ小

さくなるように勾配､管径を設定する｡

6)排水管は歩道部に埋設することを原則とする｡尚､最小土被りは､60cm

とし､車道部を横断する場合は､コンクリート等により管を保護するもの

とする｡

⑥ 歩道勾配は､1.5%を原則とし車道側へ排水する｡

(争 車道は外周道路は歩道に向かって 2.0%の片勾配とし､外周道路内側の

路面勾配は､駅広全体の排水系統を考えて設定する｡

2) 基本条件のまとめ

1)排水管

(D 設計管葉は､粗度係数の小さいVU管とする.

(診 管径は¢250以上とする (取付管を除く)o

(卦 歩車道境界はL型側溝､駅広中央部はLo型とするO

④ 流速V-1m/sec以上を確保する｡

⑤ 砂基礎は最小値を 10cmとする｡

⑥ 土被りは最小 60cmとする.

(丑 流出係数はC-0.8とする｡ (アスファルト舗装として考える)

⑧ 雨水排水の流下方向は､公共下水道 (雨水 :別途設計中)とする｡

ー 38-

⑨ 駅広出入口部 (¢))は､布設替えによる交通流への影響 (施工時の

渋滞)を考慮し､横断管は設置しない｡

⑲ 雨水排水管の流出 (公共下水道人孔流入部)の管底高は､公共下水

道の流出管底を下回らないものとする｡

⑫ 人孔部における菅葉の接合方法は､人孔での損失水頭を考慮し､以

下の方法を基本とする｡

･中間人孔で 3cm

･一方からの流入管がある会合人孔で 5cm

･二方向からの流入管がある会合人孔で10cmの段差をつける0

2)道路排水 図Ⅲ一18

(D 駅広外周部道路①の横断勾配は､歩道側に向かってi-2.0%とす

る｡歩道は車道側に向かってi- 1.5%とする｡

(塾 駅広出入口部④の高さは (西側端)､駅前停車場線の道路計画から､

EL-20.083とする｡

(卦 駅広外周部以外の道路の勾配は以下のようにして設定する｡

･ 路面排水計画による縦断管のかぶり (最小 60cm)により路面

の高さを抑える(口内数値)0

･ 路面縦断は､排水勾配程度に設定する｡

･ 路面は途中で折れないよう留意する｡

以上の条件より､路面勾配は東西方向は東から西へ1- 1.2%,南北方

向は南から北へ1-0.25%とする｡



図Ⅲ-18 道路基本排水図
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(3)計画雨水量及び排水管渠の設計

1) 計画雨水量は､横浜市下排水設備要覧に示された､以下の公式により算

定する｡

QR-R･C･A (排水面積1ha未満)

QR:計画雨水流出量 (m3/S)

R :降雨強度

C :流出係数

A :排水面積 (ha)

なお､当計画の排水面積はいずれも1ha未満であるので､

QR-R･C･A

を用いる｡

降雨強度 (R):横浜市の基準0.1667(m3/ha/sec)

流出係数 (C) :0.8とする｡

排水面積 (A):図Ⅲ-19雨水排水流域図参照

2) 排水管葉の設計

① 流下量の算定は､マニングの公式を用いる｡

② 管葉の余裕は､計画雨水量に20%の余裕を見込んだ断面とする｡

③ 排水系統は､地下狂の土被りが小さくなるよう流域面積を設定し､基

本条件による制約等から決定する｡

以上をとりまとめ､駅広雨水排水計画図図Ⅲ-20-25を次に示す｡

(3)汚水排水

駅広内で発生する汚水は､派出所､公衆 トイレである｡これらの排水は､地

下姓の土被り等への影響を考慮に入れ､接続及び桝の位置を設定し公共下水道

(汚水)に放流することとなる｡

図Ⅲ-28,29に､計画平面図､縦断図を示すO





二

二二!
･.ik

臣mTu

自由遇蕗
此予定

I2JBZZ7qqビル

J 蛾 予定
)
{

h
_勺
レ

烏

O/′んZ;M＼

Ⅱコ
g9,7,83,I_Zニ ー__胤 "".

∈三)24,.Os

T～tJ-uJ~ ～ ､I-～

-Iへ 一一･■ノ･･一一 /-■-L

ー41-

凡 =
J
伊

⊆歪訂

一一.･.一一一一■ー 新設青菜
-一一+ 書十画管 渠

①
● 新設汚水第 1種人孔

e)
一一一一■H■ー 副 官

(>一一一一一-､ 汚水終及び取付菅
ロー一一一一- 雨水桝及び取■付菅 '_

⊂) 雨水号操番号

∈∃ 汚水号援番号

.′

-
一-
･-････一
.

図Ⅲ-20 雨水排水平面図
]



hQ. や.､ qQj やIiI iEl li l.i . 隻

J'/耶 ヽiI! ∃ iI "∧叩､ llI ∈ ∋ 0317001E;/i.ZJ2-bミ辛､ヽ (その 日

i 】! ! lii】lIl llI

I l Tl r
(/-1)

菅 径 OBSOLVU) OZS-0(VUー 02SV(YU) 0300(VU)
i:q 配 ∫.0 JtC ∫.0 4.0

～～_♂ 23_0 37,0 ∠ム0
人TLr;..l再見 22.0 23.0 2/_0 /占.0 ､まr､O r 30.0
淀 漣 ′β′2 /J/I /a/2 /.OZj
完 下 丘 o_OSO 0.OSO 0_0319 0.072
荘 比 危 〟_♂′′ 9ーOZZ 0.03占 1 0.04月

地 盤 高 芸 当 慧 ぎ 雪 雲

菅 正 宗 誓 書ぎ 寧雲- 買 筆宣 萱ぎ

追 加 存 在 害 毒 毒 塁 .墨 Q

土 被 % 空言 記笥 耳vh ぢ苛 ミV

芭 Fllli言

訊l 点

142-



J 23cOこか』≡Dt.tJ,3.00 ヂ 盲 仁 や.阜 牽渡 渉 l-s lIIIl 録ダ
I)III｣】】_≧/72802Bi lI ll

il

i ∴l l

i.i.. l lIi 図Ⅲ-22 縦断面図 くその2)

l I
(′-∫) (Aさぞう

音 圧 0300(yu) O fEO

i:3 己 4.0 +.9
43_0 ガ､β

人TLr:芯流 程 21_､r /o_o l e.{
漂 珪 /.023 /077

a,/R<
0069 a_oT9

地 盤 高 ≡ 喜 雷 電 駕 育

l音 圧 蒜 至 芸空 きき きB. 書芸 まき

追 加 柁 従 量 芝 等 喜 毒 毒

土 笛 b % 2 3re よ記

1T= 別 -;宗

-{W 点

-43-



0∠わ′』≡- - - ,yp' SQ今喫アク ア

｣｣ L

Il ≡l…＼ 岳も 至

IIIIi (至三∋o諾IE=/7.60 ー ー⑦ QdIE-/?.14.I 1】li II…
L- J- - EZi- EZB.] Q一名) CEifう

:= 径 ･｡ZfDlVuー: 〇､jDO(VU) ○JI0lL/tJ) ○ 畑 fvv) ○4m
i:3 占己 E ∫o尤 40.L 3∫ 史 Jo.i 4.7 %

0

I ,00 2/o /70 /lC E /J √ 23.O
i王 達 l /.o/2 /.0之寺 ′_oiO /072 /_077
混 下 立 〟_β∫∂ 0./3∫ 0.13{
琵 itl 長 a_o/A 0_Dヱ a,/32_



Z COzO.@』 ≡Dt.■/S_00 ～llIL!Iio珍 重透凄 壕､亀渉 藤t@浸h 啓渡 渉 壌渡h≠SQ.阜壕＼亀抄@03%0

㌣ 蒋 ISQ.Yb ' や.loui

】① Q票 (≡)043.管 (≡)o霊 (至∋e晋 (垂 )o票

IE--/P.冴2 1∈三′P.SOP IilE=/?_4/i lE三/?.3砧 lE=/7.307 1E三/PZ∫7

l

号 i公 布 号 (2-I) (～-メ) (2-7)
I? 径 0250 oZSO f 03510-
J,i] 配 ∫､0 i.O l ∫_〟

/i_0 /i十∫ ノR.0
入札 阿耗托 /i_0 メ∫_∫ /3.0
淀 迂 /.0/2 o/2 ノ∂′2
荘 T lli 0.0∫0 0.0∫0 a_C10
琵 比 丘



zD,a5.a)d芋DL_一Jn.け■C Qヾr ㌣ うミ 竃- ■■ . 葦㌢ ㌣1定温tI.iIt ;lEー̂3-J17
l L il





表Ⅲ-8 港北第二地区管莞涜量計算麦 (雨水)
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Ill)排水管断面の決定

イ)東側ルー ト①

?-流域∈∋

∴
. ■～

/,

,,p=-1
tI
II
I

-

照蔦i♯
tTr

流域 (9 . ,''
L ._･_:･

二 - -I -
ヽ転 -I -- - - - 二 一 企 -I _ i -_- =%4 ,,"'y

(図Ⅲ-12) 排水管配置計画 (東mrLルー ト①)
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表Ⅲ-9 排水管断面一覧 (東側ルー トe)

区 間 弄 流 出 量 排 水 管 巨 要
流域 流出量 管種 管撞 勾配 流速 流下量

○ト1 mンs0.011VU 250 %05.0 ∩/S1.012 mソS0.050 OK

⊂) 1-1～1-2 0.022 〟 〟 〟 ′′ 〟 〟

0ト1～1-3 0.036 ′′ ′′ ′′ ′′ ノ′ 〟

01-1～ト4 0.048 〟 300 4.01.023 0.072 〟
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(図Ⅲ-13) 排水管配置計画 (西側,北側ルー ト②,③)
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表Ⅲ-10 排水管断面一覧 (西胤 北側ルート②.③)

区 間 流 出 量 排 水 管 … 摘 要流域 流出量 管種 管径 勾配 流速 座 下量

02-1 mンs0.014回 250 % ol5.0点 o二 三…】ルート(∋OK

0 2-1～2-2 0.038 ′′ 300 4.01.02310.072 ′′

0 2-1～2-3 0.064IL , 350 3.51.060 0.102 〟

02-1～2-4 0.092 〟 400 3.01.072 0.135 ′′

∴ 2-1～2-5 0.132 ′′ 450 4.91.077 0.185 〟

辛 2-6 ′′ ′′ ′′ ′′ 〟 ′′ ′′

03-1 0.0191 〟 250 6.01.109 0.054 ルート(罫OK
03-1～3-2 0.039 ′′ ノ′ 〟 ′′ ′′ ′′

千+トl～3-2 0.251 〟 600 3.5 - 〟



3)地下TL天端高の決定 (地下駐端酌の高さ)

地下監天端高は駅広軌の雨水排水管及びマンホール等により高さがおさ

えられるC

従って､雨水管及びマンホール等により地下駐天端高を算定し最も低く

なる所を地下駐天端高とする｡

① 土被りを最小 1mとした場合

▽20.083(最小値)

'' 引

EL1-20.083-1.00

-19.083

≒19.083m

② マンホール底版が最も低い位置 (ルート②下流)

マンホール下端-20.53-1.559

-18.971

EL2-18.971-46×0.003

-18.833

≒18.800

ー51-

③ 管底が最も低い位置 (ルート②流完)

EL3-19.131-0.10-34×0.003

-18.929

%18.900m

④ 地下駐出口郎公共下水道との離れ (ルート

▽21.032

下読)

EL4-20.788-5.30÷3.10+0.60+0.60

-19.288

≒19.200m

以上の検討の結果､地下駐天端高は､

EL -18.800m

とするo

-L- ▽18.8CD0.30̂ OA%
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図Ⅲ-29 縦断面図



6.舗装計画

(1) 車道一般部

(a)設計条件

交 通 区 分 B交通

設計CBR 6

(b)舗装断面

厚さ (cm) TA

ー 密粒7スコン b 5(5xl.O)

ー 歴青安定処理 10 8(10×0.8)

聾 .

粒度調整砕石 10 3.5(10×0.35)

ー 切込砕石 20 5(20×0.25)

合計厚 45TA 21.5

(※目標値38 21)

※日本道路協会 ･アスファル ト舗装要綱より

(C)タクシープール

大型車の通行が全くないタクシープール部分のみは舗装のグレードを下げ､

L交通相当の舗装とする｡

厚さ (cm) TA

ー 密粒アスコン 5 5

粒度調整砕石 10 3.5

切込砕石 15 3.7

合計厚 30TA 12.2

(※目標値27 12)
ー 54-

(d)歩道部

歩道部の舗装については､景観性を考慮し凝石平板ブロックを使用する｡

厚さ (cm)

Idd /dZ - 平板ブロック 6

< ならしモルタル 3

く クラッシャラン(C-40)10



〟.デッキ基本設計

1. 作業フロー

デッキ基本設計の作業の進め方を以下のフローチャー トに示す｡

与 条 件 の 整 理 基 本 設 計

図Ⅳ-1 作業フローチャート

一55-

設 計 図 書 の 作 成





3.基本方針

デッキ計画の基本方針を以下に示す｡

(1)安全でわかりやすい歩行者動線を計画する｡

(2) 回遊性を持たせ､歩行者専用道路と連続した､楽しい歩行者空間を形成する｡

(3)駅前広場レベルからアッパータウンまで約14mと高低差が大きいので身障者､

高齢者にも配慮した計画とする｡

(4)駅前広場と景観上調和した計画とするD

なお､図Ⅳ-3に見るように､修正整備計画においても本デッキはU橋と共に

回遊軸として位置づけられている｡

(5)次の施設をつなぐ動線を確保する方針とする｡ (図nT-4)

① U 橋

② 駅前ビル内の自由通路

③ 駅前広場の西側 (駅前ビルに面した場所)

④ 駅前広場の南側 (センター南停車場線に面した場所)

i. .:/'' ノ′.＼ク4'1､ .ヽ∴∵∴;,左-I I 畑≡し瑞 l=:｢L .芸r'>ノaL淀 良√面責CLL

?I.7'{';,;tP.竹森逼 蔀II_ こも.'二肯 丁ll;;L断 て.∈書手士 .lI■■*" ■I_T一一一~Tl

iLl.:㌔ I..㊥ 柄 町文化財公園1回V

図N-3 歩行者ネットワーク図 出典 港北=-~タウン タウンセンタ~惇正聖僻 十面相善書 (平成2年3月)

Il ～ …自由誓 妄豊富芸前ビル J %軒 投写T 5

:i:i:川 -てTーr-
′-- -町 ~ーrT､ 抑 広場 N地下出 口道路 ー

i.=..=J十trIPb:

前広甥

㍗

2. 3.800 匹 二三三:瓦 -患民地

⊂⊃⊂⊃⊂)N

Hl JI

図IV-4 デッキの概念図



4.全体計画

(1)平面計画の比較と決定

基本方針をもとに､平面計画3案によって比較評価した｡ (麦Ⅳ一1)

その結果､バス降車スペースを確保し､将来の段階が整備で駅前ビル内の自由

通路にも対応するB案をデッキ案として選択したO

(2)段階的整備の基本方針

駅前広場及び周辺の将来計画とうまく対応させるために､デッキ計画を一度に

整備するのではなく､段階的に整備する方が良いと判断できる｡

第一期､第二期の二段階整備方針とし､第一期はU橋に一番近い階段までとし､

高速鉄道3号線の開通時期を完成の目標とするD (図7Vl5)

第二段階は､駅前ビル計画と同時に進むのが整合の点から考えて望ましいC

第一期整備段階 第二期整備段階

i i 駅前ヒル喜岳ia鶏
建設予定11所
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臥 ∨-5 デッキ計画平面図







以上の数字をもとに､歩行者を流量学的に把握し幅員を決定する諸技術基準に

より幅員を算定した値を蓑Ⅳ-3にまとめた｡この結果をみると､どの技術基準

で算定しても､約 3.0mの幅員があれば 4,000人/時に十分対応できることを示

している｡

しかしながら､本デッキ計画はタウンセンターの歩行者ネットワークの形成上､

重要な計画であり､都市軸､回遊軸を強調する幅員設定をすべきであろう｡

また､将来､駅前ビルの2階レベルに商業施設が計画される際にもショッピン

グフロントとして対応できる幅員が望ましい｡

以下に本デッキ計画の幅員を提案するo

① ㊤部分の有効幅員を 5.5mとするo (図IV16)

ここでは諸技術基準の算定幅員 (約3m)に余裕幅(2.5m)をみて提案

した｡

これは､U橋計画の有効幅員と同じ値である｡

② ⑬部分の有効幅員を 3.5mとする､本来は㊤部分の半分でよいが､ こ こ

では､例えば､雨天時に3人の人間が傘を広げても余裕をもって対面通交

できる幅員としたO

- 61

麦Ⅳ一2 水平路 ･階段のサービス水準 (建築設計資料集成 (丸善)より)
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麦Ⅳ-3 最小有効幅員の検討麦

幅 員 算 定 式 有効幅員 (M) l 備 考p-3360人/時 p-4000人/時 p-2000人/時

1.地下街中央連絡協議会方式 4.7m 5.2m 3.2m 歩行者の速度∂-Llm/sec､､
PfW-- +F W:幅員 歩行者密度p-1.2人/m2

p6 Pf:ど-ク時歩行音数÷12x15 f∂-L32人/m/secに対してて* Pf F:余裕幅 2.0m (2.7m) (3.2m) (1.6m)

W-- +2 p :歩行者密度 2.0人/m21.600 6:歩行者速度 0.45m/sec Pf-4,200 Pf-5,000 Pf-2,500 50%の安全を想定したもの( )内の数値は余裕幅を除いた値

2.柏駅前の場合p-3,600p6.V.W P :歩行音数P W :歩行者幅員W-- Ⅴ :歩行者群速度 0.45m/sec1.62D P∂:歩行者群密度 1.0人/sec 2.1m 2.5m 1.3m

3.道路構造令の解説と運用 (S.45年版)P V :歩行者群速度 1.0m/secW-- P∂:歩行者群密度 0.7-1.6人/m22.500 1.4m 1.6m 0.8m

4.立体横断施設 (立体横断施設技術基準)P V :歩行者群速度 0.45m/secW-- P∂:歩行者群密度 .2,0人/sec3.240 1.1m 1.3m 0.7m
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(3)接続計画

(a) センター南駅及び駅前ビル

デ ッキ計画とセンター南新及び駅前ビル内の歩行者動線の接続の検討を以下

に示す｡

現在建設中の高速3号禄センター南新駅舎の資料図Ⅱ-11によると､センタ

ー蒲郡の改札口はTP33.5のレベルにあり､アッパータウン (TP35.0付近)への

動線を主とした計画であり､駅前広場の利用者やロ7-タウンへの利用者は､

TP21.0まで直通エスカレーター及び階段で降りる計画となっている｡

将来､駅前ビル及び高速4号線が完成した時点において､センター南駅前の

コンコース (TP33.5)は3号､4号線を一体化した計画となると予想され､こ

のコンコースと駅前ビルが隣接する付近から､駅前広場へ通交可能な､第一地

区プラザビル内と同様の自由通路が設定されれば､より一層利用者にとって便

利な動線が確保されるD

ここでは､駅前ビル内に自由通路が設定されることを与条件として受け､そ

の位置に関して検討し提案をしたい｡

駅舎の資料から自由通路の位置およびレベルを検討してみると､位置に関し

ては､駅舎の北側スパンから数えて､7スパン目と8スパン目の約半分､幅に

して約15mが､平面計画上可能である｡

(南側1スパン目の部分も可能性がある､アッパ-タウンからの連絡通路と

エスカレーターの降ロとクロスしてしまい動線計画上望ましくない｡)

レベルに関しては､コンコースレベル (TP33.5)を駅前ビルの階高に想定す

ると､百貨店などの事例麦Ⅳ-1によると､4階床レベル付近に相当する｡

即ち駅前ビルは用途として､下階に店舗等の商業スペースを持ち､上階に業

務スペースを持つ複合商業ビルとなることが予想され､階高計画として､1階

の階高を約 4.5mから約 5.5mまで､それ以外の階の階高を約 3.5mから

約4.5mまで想定できる｡
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表IV-1百貨店の階高 (建築設計資料集成より)

事 例 1主7qり (m) I !.L1 牢._旦時
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従って､TP33.5m (コンコースレベル)-TP21.0m (駅広レベル-駅前ビル

1階床レベル)-12.5mに対して､

5.0m(1F)+4.0m(2F)+3.5m(3F)-12.5m

あるいは､

4.5m(1F)+4.5m(2F)+3.5m(3F)-12.5m

など想定できるQ

従って駅前ビル内の自由通路は4階から始まって､駅前広場側でデッキで受

けるレベルは､2階､3階及び4階の3通りのレベル設定が考えられるoLか

し､自由通路の出入口を3階又は4階に想定してデッキ計画を進めるのは､2

重デッキなどの特殊な計画となり､またU橋計画との整合も複雑になるので､

本デッキ計画では自由通路の出入口レベルを駅前ビルの2階レベル付近に想定

する｡ (図Ⅳ-7)

ところで､駅前ビルの1階レベルにも駅舎からの自由通路の可能性があるが､

自由通路といった明確に区画された通路が確保されなくても､駅前ビル内を容

易に通過できるので､ここでは､自由通路はデッキレベルかそれより高いレベ

ルを想定する｡

l ′// pレ>l4号扱 フラ ッ トホ-ム 吹抜ア トリウム臣, ∇33.5畠 撃 ,,:,''''く 】 ≒ ■ 昼[ FE 些[ 璽 !

図IV-7 自由通路レベル検討図
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6.構造計画

本デッキは第1期と第2期の段階施工となる｡

デッキの平面.縦断計画をふまえた構造計画を以下に示すo

(1)橋 種

橋種として､鋼構造とコンクリート構造が考えられるが､以下の理由から鋼構

造とする｡

① 地下駐車場への荷重の軽減が可能である｡

② ブラザビルに隣接し､同ビル前面の修貴の自由度が高く､デッキ下の空

間的余裕 (圧迫感が少ない)の確保において有利である｡

③ コンクリート構造は現場施行が煩雑となり､支保工等広場の交通枝能に

支障となる要素が大きい｡

(2) 橋脚位置

デッキ上郎工の構造上特に問題ないため､地下駐車場の柱位置にあわせること

を基本としたoただし駅前プラザ前面の橋脚についてはデッキ柱基礎と地下駐車

場の構造から若干偏心した位置とする｡また階段部分は階段の機能を重視して､

階段踊場および受台位置は地下駐と無関係に設定したO

標準郎 (通緒部)は､桁下に交番､地下駐出入口が配置されるため､2本柱と

し､広場入口部は幅員が小さいことから1本柱とした｡同入口部のスパンは約 2

4mとなり､中央分離帯酌に橋脚を設置しない場合､構造高の制約が厳しくなる

が､計画は特に困難とならないため1スパンとした｡
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(3)構造形式

(a)第1期通路部

地下駐幸場の柱位置に柱を設けることを基本とし､各橋脚を格子形状の梁で

結ぶ立体ラーメン構造としたo床形式はデッキプレート形式とした.

また､EV室部分は､伸縮装置を設け､同室の構造と分離椛道とすることを

想定している｡

b)広場出入口跨架郎

桁下の建築限界と路面高から決る構造高の制約と､地下駐車場への荷重軽減

から鋼床版箱桁形式とした｡

脚柱との固定条件は階段LRrJをB]定とし､柱と一体構造とするO通路側は架合せ

形式とするO

(C)第2期通路部

構造は一期施工通路部と同様､2本柱の立体ラーメン構造としたOなお､自

由通路との接続は26.5mのレベルとし､デッキの部分で第1期と斜路で接続す

る構造とする｡

図IV-11､図Ⅳ-12にデッキ全体一般図を示す.
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(4)設計基準および荷重

(a)設計基準

設計基準は以下のものによる｡

1)立体横断施設技術基準 ･同解説

昭和54年1月 日本道路協会

2)道路橋示方書 Ⅰ 共通編

〝 Ⅰ 鋼橋編

V 耐震設計編

平成2年2月

日本道路協会
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也)荷 重

地下駐車場への荷重軽減のため構造部材以外の修景施設は高大 (シンボルツ

リー)とプランター程度を考える｡

代表部分の荷重強度を以下に示す｡

図Ⅳ-13デッキ断面図 (その1)

死荷重

舗装 (クイル) 0.075mx3.50mx2.lot/m'-0.55t/m

地預 0.20×0.70×2.50×2 -0.70

側壁 (石貼) (1.20+1.0)×0.04×1.80×2 -0.32

手摺 0.020t/mx2 -0.04

鋼重 0.300t/m2×3.50 -1.05

宿荷重 03.50t/m】×3.50

計 2.66t/m
(0.76t/mり

-1.23t/m
(0.35i/ml)
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図Ⅳ一14デッキ断面図 (その2)

死荷重

舗装 (タイル) 0.200×5.500×2.lot/m' -2.31t/m

側壁 (石貼) (1.200+0.GOD)×0.04×1.80t/m'-0.13t/m

植栽桝 (側面) (0.600+1.100)×0.200×2.sot/m'-0.85t/m

(底面) 0,600×0.100×2.50t/m' -0.15t/m

植栽土 0.600×0.450×1.60t/m' -0.43t/m

植 栽 -0.20t/m

化粧板 (6.75+1.4×2)×0.060t/m' -0.57t/m

鋼 重 6.750×0.ヨot/m' -2.03t/m

活荷重 0.35t/m2×5.50

6.67t/m
(1.21t/m2)

-1.93t/m
(0.35t/ml)



(6)最大範囲計画

デッキ計画と地下駐車場計画の上載荷重条件とを整合させるために整備段階 ご

とに基本方針を以下に示す｡

① 第1次整備段階

デッキの範囲が限定されているので､地下駐のスパン計画に整合させたデッ

キのスパン計画を行うD

② 第2次整備段階

デッキが設置される範囲について､最終的に結論が出されるのは､駅前ビル

の計画がはっきりした時点と思われる○このため､現時点では､駅前ビル東側

全面にデッキが来ることも想定し､地下駐車場計画の条件とすることとするo

即ち､地下駐西側1スパン分で受けられる最大幅員のデッキ範囲の荷重を上

載荷重として地下駄の構造設計を行うO

デッキの柱スパン計画については､南北方向 (Ⅹ方向)については､8･5m

スパンで計画するように制限をつけるが､東西方向 (Y方向)に関しては､地

下駐脂体を壁又は梁で補強することにより､自由なスパン計画が可能なものと
する｡

図Ⅳ-15の断面計画をもとに図Ⅳ-16の範囲に示したものが最大デッキ範囲

である｡
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V.修景計画

1. 作業フロー

修景計画の作業の進め方を以下のフローチャー トに示す｡

前提条件の整理 イメージ構想 基 本 設 計

図V-1 作業フローチャ- ト
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設 計 図 書 の 整 理
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デッキ′くルコニーのイメージ､仙fhJ-とモニュメントJ.UJ溺和′
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3.全体平面計画

(1) 空間構成

最初に､タウンセンターの構成上の特徴を分析すると､第-地区と第二地区

の問の谷を高架式の鉄道と幹線道路が平行につき抜ける計画であり､港北ニュ

ータウン全体のいわば背骨を形成している｡駅前広場周辺もこの背骨に沿う方

向でアッパータウンからロアークウンへあるいはロ7-タウンからアッパータ

ウンへ人が動くと予想され､この方向が都市軸として位置付けできると思われ

る｡

本駅前広場の立地条件及び空間構成上の特徴を分析すると､次の3項目にま

とめられるであろうO

① 第二地区タウンセンターの北西の端部に位置しており､タウンセンター

の中心から離れた立地である｡

② シンボル広場との視覚的一体感が得にくく､第一地区とは空間構成上の

違いを見せている立地である｡

③ 駅前広場の南側､東側が直接幹線道路に面しているため､駅前広場の東

南のコーナーに向かって開放的であり､広場を広場として認識する上で重

要な心理的要EElである ｢囲まれている雰囲気｣が得にくい立地である｡

以下に空間構成の提案を行うo

(1)駅前広場と隣接道路との空間的分離を提案する｡

南側､東側の隣接幹線道路と駅前広場とのレベルの高低差を利用した

修景ゾーンを計画し､ここをいわば ｢緑の壁｣化することで､道路から

の緩衝帯を作るo即ち､幹線道路から視覚的にさえぎると同時に､空間

構成上の開放的な部分を閉じることで駅前広場の領域を明確にし､囲ま

れた雰囲気を出すことで落ち着いた広場となるように計画するO

また､この場所は駅前広場内で主要な歩行者動線からはずれており､

駅前広場内でも一番落ち着いた場所となろうD
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(2)歩行者の主要な動線上に待合せスペース等の滞留できるオープンスペ

ースを提塞する｡

センター南駅からのびる歩行者専用道路と駅前広場が接する北西のコ

ーナー附近が､バスの乗降場所でもあり､最も歩行者交通量の多い場所

であるが､ここにオープンスペースを確保し､修景施設を計画するD

また､北東のコーナー附近も歩行者の滞留スペースが確保でき､公菜

トイレ等も計画しているので､修景ゾーンとして提案するO

(3) 自動重空間のゾーニングを提案する｡

自動車動線上､大きく2つのゾーン､すなわち､バスのゾーンとタク

シーのゾーンが形成されており､これを高木等を用いて空間構成上もゾ

ーニング化し､駅前広場のアメニティーを高めるようにしたい.

ゾーニングすることによって､約 130mx約 100mの広大な空間を分

節化し､よりヒューマンスケールに近づけることがアメニティーを高め

る上で重要である｡

しかし､交通機能上から見通しの確保も重要であり､この点について

は十分留意して計画する｡

図V-3に空間構成の概略を示すo

また､この駅前広場が景観としてどのように把握されるのかを､様々

な角度からの完成模型写真 (写Ⅴ-2)によって示した｡
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写Ⅴ-2 罰前広場の見え方

-ドll-



(2)配置構成

修景計画すべき施設を表Ⅴ-1に示した｡

主要な施設配置構成を図V-4に示した｡ 蓑Ⅴ-1 修景施設一覧表

施 設

景観計画上 池

提案した施設 せせらぎ

(修景施設) モニュメント

パスシェルター

あずまや

水飲場

サインボード

時計ポール

ペンチ .くずかご等のス トリート

ファニチャー

公菜 トイレ

派出所

公衆電話ボックス

地下駐車場関連 階段及びシェルクー

給排気塔の外観

デッキ関連 デッキ外観

エスカレーターシェルター

エレベーター
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4.主要施設計画

主要な修景施設の計画を以下に提案する｡

(1)北西コーナー部の待合せスペース

｢弛｣を中心とした修景ゾーンとし､ ｢池｣は円型状とし､パンケーキのよ

うに薄い水の流れを作り出し､その中央にはガラスのモニュメントを配して

(地下駐車場のトップライトと兼用する計画である)､夜になると照明の演出

によって池及びガラスのモニュメントが浮かび上がるように計画する｡

まわりには植栽,ベンチ.時計ポール等を配置する (図V-5)｡

(2) ｢緑の壁｣部の待合せスペース

南東部の修景ゾーンである ｢緑の聖｣の一隅に ｢せせらぎ｣を提案する｡

｢せせらぎ｣は､前面道路との高低差を利用した垂直の流れと､宋面のジグ

ザグ状の溝を流れる流れから成り､ ｢あずまや｣のところで止まる計画とする｡

このまわりにもベンチ,時計ポールなどを配置する (図V16)｡

(3) バスシェルター及びタクシー乗場シェルター

バスシェルタ-は柱から片持ち状に架構された透明な屋根のものを提妾する｡

単に各々のバスバースに配置されるのではなく､全部を連結して､雨の日等

になるべく傘をささないでバスバースまで歩けるように計画する｡

従って､シェルターの幅は待ち行列と通行者の幅を考慮する必要があり､2.5

m以上が望ましい｡
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(4)地下駐車場の給排気塔及び階段の地上鮎の修景

(a)給排気塔

非常に規模が大きい施設であり､高大等によって隠すことは不可能である

ので､積極的に広場の7クセントとなるように修景するC

庭園内のシャープなパビリオン風な形を提案するo

b)階段地上部

透明な屋根を架けることで､バスシェルターなどの屋根と調和させるo駐

車場が営業していない時でも､シャッター等が駅前広場から見えないような

工夫が必要である｡

(5) シンボル広場などのアッパータウンとの連係を計るために､修景施設の中で

共通できるもの (サインボード,ベンチ,くずかごなど)は積極的に取り入れ

る｡





図Ⅴ-6

ー86- 前面道路との落差を利用した ｢せせらぎ｣｡
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5.植栽計画

植栽計画の基本方針として以下に提案する｡

① 交通動線に支障のない計画とする｡

② できるだけ幾何学的な配置計画とし､郡市的庭園のイメージを出す｡

③ 低木で構成されるグラウンドカバー類の植栽計画に関しては､様々なパ

ターンを用いて模様をつくる計画とするO

バスゾーン,タクシーゾーンの中心にあるアイランドのグラウンドカバ

ー類の植栽部は盛土をし､造形的,景観的に変化をつける計画とする｡

④ 高木は幾何学的に配置すると同時に､駅前広場内のパスゾーン､タクシ

ーゾーンを分節化する配置計画とする｡また､タクシ-プールの南側の高

木はタクシー運転手を夏のひざLから守る役目を負う｡

⑤ シンボルツリーを1本自由通路からのアイストップの位置に植える計画

とする｡

樹種として､樹形が良く高木となるものが望ましく､ケヤキ,クスノ与,

イチョウ,メタセコイアなどが代表的なものである｡

⑥ ｢緑の聖｣

高木を3列に植え､駅前広場と佐江戸 ･北山田線の問を視覚的に断つよ

うな計画とする｡

｢緑の壁｣の地面に小道を計画し､駅前広場側歩道との連続感を出す｡

(図V-7)

センター南停車場線の横断歩道へ抜ける通路部は ｢緑の壁｣を抜けるト

ンネルのように計画する｡

⑦ デッキ上にも植栽帯をつくり､エレベーター付近の滞留スペースに高木

を植える計画とする｡

以下の内容を示した図を (図V-8)に示すo

佐江戸 ･北山田線
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図Ⅴ-7 緑の壁
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6.照明計画

夜間の駅前広場を演出する上で､照明計画は非常に重要な修景要嘉である｡

照明計画の方針として以下に提案する｡

(∋ 夜間においても安全で､安心感のある雰囲気となるような照明計画とす

る｡

一般的な基準よりも少し明るくする (衰V-2)｡

麦V-3にエリ7別の照度計画を示す｡

蓑V-2 広場関連照度基準 -JISZ9110より抜粋 -

照度(1x) 交通関係広場 公 園 屋 外
駐 車 場 広 場

1'≡喜喜]30020015010075 711トミナA､トラ.J舛一汁l(交通重大)

駅山広糧 l11タ-:川､トー舛一汁LサーEスエ117 有 料

503020川521 刑 場空港広署(交通重大) 77 ､校適量小)(高速道削 (大規項)

歌前広場(-般) 主な場所 ILキングⅠI)7偶遠道削 有 料(小規模)満票､レジt-I公共施設など0附属施設

その他の場所
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蓑Ⅴ-3 エリア別照明計画及び照度計画

エ リ ア 照 明 方 式 照度値 凡 例

車 道 郎 ターミナル広場として利用車両に対する安】I20(1x)
全確保のため､充分な照度をとり､円滑な
交通を行うための誘導効果を図るo

歩 道 部 街の景観にフイットしたヨーロッパ指向の 30(lx)
デザインを取り入れ､親しみの持てるヒユ
-マンスケールのポールを配して､人々に
落ち着きのある空間を醸し出す○

モニュメント 街のランドマークとして､待合せ､集う場 100(lx)
所や目印の役目を持つたりするため､離れ
た場所からでも認識できるように､カラー
ライティング等によりシンボリックな照明
演出をする○

ノヾスノヾ -ス その場所に存在感のある表示を行い､乗り 10(lx)
物の乗降時のための足元への安全性を確保
する○

滝 躍動感やヰう.メキ､楽しさを演出し､行き 100(lx)
交う人々に感動を与えるよう計画する○

樹 木 アクセントとなるあかりを配し､人に四季 100(1x)
折々の緑の美しさを感じさせ､その場所の
アイキャッチとなるようなあかりとする○

植 栽 植栽にはアプローチライトをリズミカルに 7(lx)
配し､緑の美しさを見せるだけでなく､明
るさの重心を低くすることでヒューマンス
ケールを出し､落ち着いた雰囲気を醸し出
す○

東屋 .ベンチ 東屋やベンチには､休憩や待合せの人たち 演出用
のために､楽しさや安らぎのあるドラマテ



② 通常のポールの高さ (3.5mから5mぐらいまで)の照明器具で基本照

度を確保する｡

③ 樹木やモニュメントには地上部からスポットライトで光をあてることで

間接照明の効果を出し､夜間でもそれらが浮かび上がるような演出をするo

(イメージ写真 (写V-3))

④ 待ち合わせスペースには一部床に小さな照明書芸具を埋め込んだ演出部分

を計画する｡ (イメージ写真 (写V-4))

(9 待ち合わせスペースの地には､水面下に照明器具を埋め込み､やはり､

光の重心を低くするように計画し､その中にガラスのモニュメントが浮き

上がるように計画する｡

(イメージ写真 (写V-5))

⑥ フットライトを多用することで明るさの重心を低くし､ヒューマンスケ

ールを出すことで落ち着いた雰囲気を出す｡

(イメージ写真 (写V-6))

以上の内容をもとに､本駅前広場において､照明器具の配置を行い｡照度の概

略計算を行った｡その結果を (図V-8)にまとめたQ

写V-4

抹の照明
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7.仕上､デザイン計画

舗装計画の基本方針として以下に提案する｡

① 待合せスペースなど利用者が立ち止まっている場所の舗装は､石やタイ

ルなどをパターン貼することでヨーロッパ的イメージを出すo

② 主要な部分は擬石クイル貼とし､それらも明確なパターン貼とするO

③ パスバース等のゾーニング計画にあわせてパターン等に変化をつけるo

④ 歩行者専用道路及びデッキの舗装計画とも整合性をもたせ､さらにはタ

ウンセンター内での調和も考えた計画とし､歩行者空間のネットワークが

一体的に感じられるような計画とするD

⑤ 身障者の動線を考慮し､その部分は特殊クイル等で舗装する0

(図V-10)に舗装計画の舗装種別ごとの範囲を示す｡
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記号 名称

巨∃ アスファル ト舗装

讃 (歩遵部)

二三 石及び稚気fFクイル貼り

獣前広場話芸計画図



Ⅵ.工事費概算及び工事工程

(1)工事費は駅前広場において計画される舗装工 排水工等の道路工数量,バス

用シェルター,噴水,トップライト等の施設工数量を算出し､各々の単価設定

を行い工事費を算出するD

(2)工事工程

上記(1)で算出した数量を基に､工事工程を作成する｡
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表Ⅵ一1 第二地区駅前広場工事費概算 (莱)

項 目 単 価 数 量 金額(千円) 備 考 項 目 単 価 数 塁 金 額(千円) L 併存 考

(車 道 都 ) (施 設 工 事 )

整 地 4.000 5,300P.12 21,200 乗降シェルター 8,000,000 8カ所 64,000 1カ所 約 40日2

ベンチ-A 300,000 10カ所 l 3.000

舗 装 工 事 アスフフアル ト 6,400 5,300M2 33,920 -B 150,000 10カ所 1,500

車 止 め 80,000 15カ所 1,200

排 水 工 事 L型 側 溝 15,000 350M 5,250 くず か ご 100.000 20カ所 2,000

排 水 析 70,000 29カ所 2,030 灰 皿 100,000 20カ所 2,000

雨 水 管 100,000 359M2 35,900 案 内 板 1,000,000 5 5,000

人 孔 300,000 19基 5,700 時計ポール 1,000,000 2 2,000

マーキング Lo型側溝 30,000 4,050 モニュメント 1 式 80.000 特注 照明含

防 火 水 槽 1 式 3,000 40t RC

(歩 遵 部 ) 池 1 式 30,000 設備込

整 地 4.000 4.200M2 16.800 小滝+せせ らぎ 1 式 30,000 )

あ ず ま や 1 式 5,000 特注

舗 装 工 事 擬石タイル 30.000 3.700日2 111,000 (下地とも) 水 欽 場 500,000 2カ所 1,000

磁気質タイル 35.000 250M2 8,750 (地下駐地上部) 別途

ミカゲ石見台 70,000 250M2 17.500 (設 備 工 事 ) 1 , 500;000300,000150,000500,000 2 03 02 01 0 30,0009,0003,0005,000 配管 .配線工事含む
排 水 工 事 L型 側 溝

排 水 析 車道部で計上 散 水 栓 200,000 1カ所 2,000

雨 水 管 (公衆 トイレ) 35土1J

(植 栽 郭 ) 縁 石 10.000 州OT.1 8,000 (電話ボックス) 1,200,000 8カ所 20,000

盛 土 5.000 5,000hlつ 25,000

ツrJ-サ-クル 100,000 30カ所 3,000 (派 出 所 ) 30M2 1カ所 9,600

樹 木 グラウンドbIト類 15,000 4,200M2 63,000

高 木 150,000 75本 ll,250 h-lou (デ ッ キ ) 第 一 期 600.000 450T.12 270,000 エスカレター,シェルター.植栽ベンチ,照明込
1 本 2,000 h-25M 第 二 期 600,000 350(.12 210,000

小 計 788.300

(そ の 他 ) 北側手スリ十よう壁 1 式 4,000 計 1,167,650

階 段 1 式 1,000 諸 経 費 350,295 30%

小 計 379,350 A 計 1,517,000 千円
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(衰Ⅵ-2) 駅 前 広 場 工 程 表

区分 項 目 1ケ月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

釈症工事 準 備 工 (測丑等) lS

整 地 工 45

道 路 工

排 水 工 (地下埋) l 30lv 30

〟 (芸芳警) 】 3○l

(志方街雲) 45

境界都擁壁工 45
lllS l

歩道錯基 9○
I

施 設 工

シェルター (パス) 2L取 ー1 一一一‥ー-- - ｢ ｣ 甲L ｢ ,.

路上施設 (宗宕芸) BtLlS

照 明 灯 FR油 1事枚tllS

植 栽 補木lS帆｢七】Sーブ
跡 片 付 け t 15
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Ⅶ.実施設計への課題

本地区においては､地下駐車場の整備が急務であることから､駅前広場およびデ

ッキについては､その荷重条件､接続条件等を決定することを主目的として基本設

計を行ったDしたがって今後の実施設計へ向けて､いくつかの課題があげられる｡

以下はこれらについて整理したものであるo

1.駅前広場計画

地下駐重場の実施設計に着手するにあたり､地上部に設けられる地下駐車場の

階段､給排気塔､エレベーターは駅前広場の平面形状との関わりが大きいOした

がって交通管理者との協議等を早急につめ駅前広場計画を確定することが必要で

ある0

2.デッキ計画

① 平面計画 特になし

② レベル計画

デッキ桁の構造高は極力薄くすることで計画しており､デッキ面の排水を考

慮した縦断計画が必要o

(9 付属施設

④ デッキ側面､下面の化畦板等の詳細検討 (材料､形状等)

① 植栽への給水設備等の詳細検討

④ 地下駄への荷重条件

④ 広場入口酌の固定橋脚など荷重集中点の基礎部の構造検討

① 階段基礎の荷重の地下駐への影響検討

3.修景施設

① 本基本設計で提案されている修景施設に対して､地下駐実施設計とどのよう

に整合するか｡

② タウンセンター修景計画 (シンボル広場､歩専道)との調和をどう調整して

実施に反映させるか｡
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Ⅷ. 塞 図計設本

(1) 計画概要書

(2)駅広平面図

(3)断面図

(4)軌跡図

(5)動線図

(6)排水計画平面図

(7) 修景図

(8)デッキ一般図

(9)地上部平面図

qCD 地下駐平面図 (BIF)

ul)地下駐平面図 (B2F)

且か 地下駐断面図
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